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１．はじめに

多くの材料の表面色が含水状態により変化する経験

的事象から着想を得て，コンクリートの含水率を表面

色により簡単に評価できるか実験的な検討を行った．

２．コンクリート表面色の定量化法の検討

まず，デジタルカメラと画像編集ソフトを使用して

コンクリート表面色を定量化する方法を検討した．コ

ンクリート表面の撮影には，同一の撮影条件とするた

め，外光を遮断し，蛍光灯による照明装置を設置した

撮影作業台を作製し，使用した．撮影した画像は，画

像編集ソフトにより，コンクリート表面にあらかじめ

設定した領域（図－１参照）を切り出した．切り出し

た画像は，解像度を 1ピクセル/インチに下げ，ピクセ

ルの明度 L*値，色相 a*値，彩度 b*値を記録した．そ

して，ある色と他の色との定量的な差を表現した，各

色の L*値，a*値，b*値の差の二乗和により算出される

色差を指標とした．

３．各種水分移動過程における表面色変化の実験概要

コンクリート配合表と供試体概要をそれぞれ表－

１，図－１に示す．供試体はコンクリートの打設後 1

日目に脱型した後，14日間封緘養生を施した．その後

5 面をエポキシ樹脂で密封し，水分移動が 1 次元的と

なるよう開放面を 1 面とした．開放面には，コンクリ

ート内部の相対湿度を測定するための孔を設けた．

養生終了後，供試体を温度 20℃，相対湿度 30％の環

境で約 100 時間乾燥させ，乾燥過程の試験を行った．

次に，乾燥試験終了後に同じ試験体を使用して，吸湿

試験を温度 20℃，相対湿度 95％の環境で 300時間実施

した．この他に，養生終了後 24時間乾燥を行い，その

後 6時間吸水試験を実施した．

各試験中においては，定期的に供試体の質量を測定

し，供試体開放面を撮影した．また，供試体に設けた

穴に湿度計を挿入することにより開放面から深さ

1cm，3cm，5cmの位置における相対湿度を測定した．

表－１ コンクリート配合表

図－１ 供試体概要

４．供試体中の平均相対含水率と表面色の関係

乾燥試験において重量測定から得た供試体中の相対

含水率の平均値と観察された表面の色差を図－２に示

す．供試体表面の色差は乾燥初期に大きく変化した後，

一定の値に近づく傾向を示した．相対含水率と色差の

関係では，飽水に近い高含水率の段階（本ケースでは

98～100％）では含水率に応じて色差が変化し，それ以

下では含水率が変化しても表面色が変化しない傾向が

示された．乾燥，吸湿，吸水の各水分移動過程におけ

る供試体中の相対含水率の平均値と表面色の色差の関

係は，図－３に示すようになり，乾燥，吸湿，吸水の

各過程で異なる経路を描くことが確認された．

５．各深さ位置での相対湿度と表面色の関係

乾燥試験において湿度計により測定された供試体の

各深さ位置での相対湿度とその時の供試体表面の色差

の関係を図－４に示す．図中の×で示した点は，各時

点における深さ方向の相対湿度の分布を外挿して求め

た表面における相対湿度である．本図より，表面に近 
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図－２ 乾燥過程における供試体の平均

表面色差の関係（供試体深さ 5

図－３ 乾燥，吸湿，吸水過程における

相対含水率と表面色差の関係

図－４ 乾燥過程における各深さ位置の

表面色差の関係（供試体長さ 5

い位置ほど，その位置におけるコンクリ

湿度は表面色差との相関が強くなる傾向

６．含水率と表面色の一般化関係に関す

図－４の結果はコンクリート中の相対

であるが，コンクリートの含水率につい

係が成り立つと考えてよい．そこで，表

ンクリートの相対含水率と表面色差との

動過程の種類によらず普遍的な線形関係

し，供試体内部の水分分布を考え合わせ

乾燥，吸湿，吸水過程において図－３の

果が得られたことの定性的な説明を試み
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る考察

湿度について
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であると仮定

ることにより，
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図－５ 乾燥，吸湿，吸水過程における供試体の平均

相対含水率と表面色差の関係の再現

本実験ではコンクリートの内部の含水率分布は測定

していないので，既往の知見を参考にして，乾燥，吸

湿，吸水の各過程における内部の含水率分布の経時変

化を適当に仮定した．なお，コンクリート中の水分分

布は適切な水分移動モデルを用いて数値解析により評

価してもよい．

図－５に，乾燥，吸湿，吸水の各過程における供試

体内部の含水率分布から導き出される含水率の平均値

と観察される表面色差との関係を示す．このような思

考実験により，図－３に見られた供試体の平均含水率

と表面色差の関係の傾向が再現できることがわかる．

換言すれば，コンクリート表面近傍に限れば，観察さ

れるコンクリートの表面色から含水率を推定すること

が可能である．しかし，本法を発展させることにより

実用的な推定精度を実現することができるかどうかは

現段階では不明である．

表面色差 内部の相対含水率分布黒 白

相
対 T1

T2
T3
T4

T1
T2
T3
T4

平均値乾燥過程

吸水過程

-1104-


